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                       統計数理研究所北 川 源四郎
 海上の航行中の船舶はたえず外乱の影響を受け確率的な動きをしている．このような船体の
運動を解析，制御するためには船体の動特性だけでなく外乱の特性までを含めて考慮する必要
がある．この研究では時系列モデルにもとづく方法を適用，発展させ，船体の運動をプロペラ
やエソジソ等を含めたより欠きたシステムとして解析し，総合的た制御システムの構成をめざ
す．
